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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　容器本体と蓋より構成され、この容器本体の開口部を蓋によって覆い、蓋によって覆わ
れた状態の容器本体と蓋の表面をラップフィルムによって密着被覆されてなるラップフィ
ルム密着被覆容器において、前記蓋は、その外郭に沿って外側広幅のフランジ部が形成さ
れてなり、この広幅のフランジ部の内側に容器本体の開口部の内壁に外側壁面が密着嵌合
する垂直断面がＵ字状の深い溝部が形成されてなり、この深い溝部の内側壁面に連接させ
、前記外側広幅のフランジ部とほぼ平面を形成する内側広幅平面部が形成されてなり、ラ
ップフィルム表面の適所に、ラップフィルム破損用具が付着されてなることを特徴とする
、ラップフィルム密着被覆容器。
【請求項２】
　蓋は、ラップフィルムが密着し易いプラスチックシートより構成されてなる、請求項１
に記載のラップフィルム密着被覆容器。
【請求項３】
　ラップフィルム破損用具が、プラスチック製または紙製の小片である、請求項１に記載
のラップフィルム密着被覆容器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、ラップフィルム密着被覆用容器に関する。さらにさらに詳しくは、食品類、総
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菜類などが収納された容器本体を蓋によって覆い、この蓋と容器本体とをラップフィルム
によって密着被覆される包装容器であって、密着被覆されたラップフィルムを容易に破る
ことができるラップフィルム密着被覆用容器に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、弁当、寿司、お握りなどの主食品、サラダ、漬物、さしみ、その他の総菜などの副
食品、その他の食品などを収納するプラスチック製の食品容器としては、種々の構造のも
のが知られている。これら従来から知られている食品包装用容器は、容器本体に食品を収
納し、容器本体の開口部を蓋によって覆い、この蓋と容器本体とをラップフィルムによっ
て密着被覆したものが多い。この密着被覆は、外部から塵芥が侵入するのを防ぐ衛生予防
上の配慮のほか、食品を容器本体に収納したあと、製品の保管、輸送、店頭陳列などの段
階で、危険物などが混入されないようにする安全上の配慮の目的でなされている。
【０００３】
ところで、容器本体の開口部を蓋によって覆い、この蓋と容器本体とをラップフィルムに
よって密着被覆された容器入り食品を購入し内容物を食する際には、ラップフィルムを破
ったりして取り除き、開蓋して食品を食するのが普通である。しかし、密着被覆されて相
互に付着しているラップフィルムを剥がすこと容易ではなく、また破るにしても伸縮性が
あるので容易なことではない。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
　本発明者は、上記状況に鑑み、容器本体の開口部を蓋によって覆い、この蓋と容器本体
とをラップフィルムによって密着被覆されてなる包装容器であって、ラップフィルムを破
り易い包装容器を提供すべく鋭意検討した結果、蓋の構造を特定の形状とすることによっ
て解決できることを見出だし、本発明を完成するに至ったものである。本発明の目的は、
次のとおりである。
１．容器本体の開口部を蓋によって塞ぐことができる容器を提供すること。
２．蓋と容器本体とを密着被覆したラップフィルムを破り易いラップフィルム密着被覆容
器を提供すること。
【０００５】
　上記課題を解決するため、本発明では、容器本体と蓋より構成され、この容器本体の開
口部を蓋によって覆い、蓋によって覆われた状態の容器本体と蓋の表面をラップフィルム
によって密着被覆されてなるラップフィルム密着被覆容器において、前記蓋は、その外郭
に沿って外側広幅のフランジ部が形成されてなり、この広幅のフランジ部の内側に容器本
体の開口部の内壁に外側壁面が密着嵌合する垂直断面がＵ字状の深い溝部が形成されてな
り、この深い溝部の内側壁面に連接させ、前記外側広幅のフランジ部とほぼ平面を形成す
る内側広幅平面部が形成されてなり、ラップフィルム表面の適所に、ラップフィルム破損
用具が付着されてなることを特徴とする、ラップフィルム密着被覆容器を提供する。
【０００６】
【発明の実施の形態】
以下、本発明を詳細に説明する。
本発明に係るラップフィルム密着被覆用容器は、容器本体と蓋とより構成される。容器本
体は側壁が上側開口部ほど末広状に外側に広げられてなり、開口縁部に蓋体の外周縁部を
嵌合させる鍔部が形成されてなる構造のものである。上側開口部の形状には特に制限がな
く、三角形、四角形などの多角形、円形、楕円形などであってもよい。容器本体の大きさ
には特に制限がないが、上側開口部の最大径が５cm～３０cm、深さが２cm～１０cmの範囲
のものが好ましい。容器本体の材料は、プラスチックシートが好ましいが、これに限られ
るものではなく、紙、金属薄板などであってもよい。
【０００７】
　本発明に係るラップフィルム密着被覆容器は、容器本体の開口部を蓋によって覆われる
。開口部を覆う蓋は、その外郭に沿って外側広幅のフランジ部が形成されてなり、この広
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幅のフランジ部の内側に容器本体の開口部の内壁の外側壁面が密着嵌合する垂直断面がＵ
字状の深い溝部が形成されてなり、この深い溝部の内側壁面に連接させ、前記外側広幅の
フランジ部とほぼ平面を形成する内側広幅平面部が形成されてなる構造であることを必須
とする。
【０００８】
　外側広幅のフランジ部と内側広幅平面部とをほぼ平面に形成することにより、垂直断面
がＵ字状の深い溝部を挟んでラップフィルムを双方に密着させて被覆することができる。
外側広幅のフランジ部と内側広幅平面部とによって形成される「ほぼ平面」とは、容器本
体の底壁に平行な平面に限定されるものではなく、若干の段差があってもよく、容器本体
の底壁に平行でなく傾斜しているがマクロに見ると平面を構成するものも含む意味である
（後記する図４参照）。外側広幅のフランジ部と内側広幅平面部の幅は、容器本体の大き
さや蓋の材質、ラップフィルムの種類にもよるが、５～１５ｍｍの範囲で選ぶことができ
る。
【０００９】
深い溝部は、外側広幅のフランジ部と内側広幅平面部との間に形成され、容器本体の開口
部の内壁に深い溝部の外側壁面が密着して、容器本体の開口部に蓋を嵌合して固定するほ
か、密着被覆したラップフィルムを破る際に、ラップフィルム破損用具の案内溝として機
能する。深い溝部の深さは、余り深すぎると深い溝部の壁面が薄くなりすぎて、容器本体
の開口部に蓋を嵌合して固定する際の強度が不足し、余り浅すぎるとラップフィルム破損
用具がすぐに溝の底に接触してラップフィルムを破ることができないので、いずれも好ま
しくない。深い溝部の幅は、余り狭いとこれを設けることが難しくなり、余り広いラップ
フィルムの伸びしろがありすぎて、ラップフィルムを破ることができないので、いずれも
好ましくない。深い溝部の深さ、幅ともに５～１０mmの範囲で選ぶのが好ましい。
【００１０】
本発明に係る容器は、容器本体の開口部を蓋で覆い、両者を密着被覆したラップフィルム
を、蓋に密着させた状態で上記の深い溝部に沿ってラップフィルム破損用具または手の指
に爪によって破るので、破る際にラップフィルムが剥離しないように、ラップフィルムは
深い溝部を挟んで設けられた外側広幅のフランジ部と内側広幅平面部の部分で強固に密着
させる必要があるので、容器本体の開口部を覆う蓋は、ラップフィルムを密着させるプラ
スチックシートで構成するのが好ましい。このようなプラスチックシートとしては、充填
剤や滑剤などが配合されていないプラスチックシートが好ましく、ポリスチレン、ポリエ
チレン、ポリプロピレン、ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタレート、
ポリカーボネートなどが挙げられる。蓋は、これらプラスチックシートから真空成形法に
よって容易に製造することができる。
【００１１】
容器本体の開口部を蓋で覆い、両者を密着被覆するラップフィルムは粘着性に優れたもの
であれば特に制限がなく、ポリ塩化ビニリデン系フィルム、ポリプロピレン系フィルム、
ポリエチレン系フィルム、ポリアミド系フィルム、これらフィルムを積層した多層フィル
ムなどが挙げられる。
【００１２】
本発明に係るラップフィルム密着被覆用容器を実際に食品容器として使用する際には、容
器本体の収納部に食品などの物品を収納し、開口部を蓋で覆い、両者をラップフィルムで
密着被覆すればよい。密着被覆したラップフィルム表面の適所に、ラップフィルム破損用
具を付着させておくのが好ましい。ラップフィルム破損用具は、刃型と若干尖った部分を
設けたプラスチック製または厚紙製のハート型、爪型などの小片とし、両面接着テープに
よって付着させておくのが好ましい。付着させる位置は、蓋の商品を説明するラベルの近
傍が好ましい。ラップフィルムを破る際には、指の爪をラップフィルムの上から深い溝部
に沿って押し付けて破ればよいし、ラップフィルム破損用具を使用する際には、これを付
着された箇所から剥がし、ラップフィルムの上から尖った部分を深い溝部に沿って押し付
け破ればよい。
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【００１３】
【実施例】
以下、本発明に係るラップフィルム密着被覆用容器を図面に基づいて詳細に説明するが、
本発明はその趣旨を超えない限り、以下の記載例に限定されるものではない。
【００１４】
図１は本発明に係るラップフィルム密着被覆用容器の一例の平面図であり、図２は図１の
II－II部分での縦断面図であり、図３は他の例の部分拡大縦断面図であり、図４は更に他
の例の部分拡大縦断面図である。
【００１５】
図において、１１、３１、４１は容器本体、１２、３２、４３は底壁、１３、３３、３３
は側壁であり、１４、３４、４４は開口部フランジであり、Ａはラップフィルム破損用具
である。１５、３５、４５は蓋であり、１６、３６、４６は外側広幅のフランジ部、１７
、３７、４７は深い溝部であり、１８、３８、４８は内側広幅平面部であり、Ｗはラップ
フィルムであり、Ｂは製品ラベルまたはバーコードである。
【００１６】
図１、図２に示した容器本体の開口部フランジが単純にされ、容器本体の底壁に対して平
行にされた例であり、外側広幅のフランジ部１７と内側広幅平面部１８とは平面を形成し
ており、深い溝部１７を覆うラップフィルムＷは緊張されてこれら両者に強固に密着され
るので、指の爪またはラップフィルム破損用具Ａによって容易に破ることができる。図３
は容器本体の開口部フランジが若干複雑にされた例であり、深い溝部３７を覆うラップフ
ィルムＷが破り易いことは、図１、図２に示した例と同様である。
【００１７】
図４は容器本体の開口部フランジが容器本体の底壁に対して平行にされていない例である
。外側広幅のフランジ部４７と内側広幅平面部４８とは、傾斜してはいるが平面を形成し
ている。深い溝部４７を覆うラップフィルムＷは緊張されてこれら両者に強固に密着され
るので、指の爪またはラップフィルム破損用具Ａによって容易に破ることができる。
【００１８】
【発明の効果】
　本発明は、次のような特別に有利な効果を奏し、その産業上の利用価値は極めて大であ
る。
１．本発明に係るラップフィルム密着被覆容器は、容器本体の開口部を覆った蓋が特殊な
構造とされているので、密着被覆したラップフィルムを容易に破ることができ、容器本体
に被せた蓋を簡単に開けることができる。
２．本発明に係るラップフィルム密着被覆容器は、容器本体の開口部を覆った蓋が特殊な
構造にされてなるが、容器本体の開口部の内壁に深い溝部の外側壁面が密着して、容器本
体の開口部に蓋を嵌合して固定することができるので、通常の嵌合容器としても使用する
ことができる。
３．本発明に係るラップフィルム密着被覆容器は、蓋をラップフィルムに密着し易いプラ
スチックシートより構成すると、ラップフィルムが蓋に強固に密着して剥離し難いので、
ラップフィルムを深い溝部で容易に破ることができる。
４．本発明に係るラップフィルム密着被覆容器は、ラップフィルム表面の適所にラップフ
ィルム破損用具を付着しているので、この破損用具によってラップフィルム容易に破るこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明に係るラップフィルム密着被覆用容器の一例の平面図である。
【図２】　図１のII－II部分での縦断面図であり、
【図３】　他の例の部分拡大縦断面図である。
【図４】　更に他の一例の部分拡大縦断面図である。
【符号の説明】
１１、３１、４１：容器本体
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１２、３２、４３：底壁
１３、３３、４３：側壁
１４、３４、４４：開口部フランジ
１５、３５、４５：蓋
１６、３６、４６：外側広幅のフランジ部
１７、３７、４７：深い溝部
１８、３８、４８：内側広幅平面部
Ａ：ラップフィルム破損用具
Ｂ：製品ラベルまたはバーコード
Ｗ：ラップフィルム

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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